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1 はじめに
本研究では日々行う「洋服を選択する」という動作
に注目した。洋服は毎日着るものであり、日常から切
り離すことのできないものである。毎日、着ていく服
を選択することが面倒な作業だと考えることも多い。
洋服を選択する際には色々な情報が必要である。人
は色々な情報の中からそれらに見合った服を選択しな
ければならない。筆者が行ったアンケート 1によると
回答者 46人のうち、約 6割の人が必要としている情
報が天気・気温、当日に会う人の項目であった。天気・
気温の情報が得たい時にテレビを参考にする人は多い
と思われるが、見ているチャンネルで天気予報をして
いるとは限らない。また、当日会う人に前回会った時
の洋服、当日出かける先に前回着ていった洋服を完全
に思い出すことも困難と思われる。
洋服を選ぶ際に必要な情報が必ず提示されていれば、
洋服を選択するという作業が少し軽減するのではない
かと考える。
そこで、本研究では、簡単な入力をもとに、履歴情
報を利用し、コーディネートを考える手助けをするシ
ステム「Asa-1 coordinator」を提案する。

2 Asa-1 coordinator

Asa-1 coordinator は、タッチパネル方式のコンピ
ュータを利用し、簡単な操作で洋服の履歴情報を残す
ことによって日々のコーディネートを支援するシステ
ムである。

2.1 セットアップ

本システムの使用にあたって以下の準備を行う。ま
ず、ユーザの所持している洋服をすべてデータベース
化するために、本研究では「タグタンス」[2]を利用し
ている。これはタンスのフックに洋服を掛けるだけで
手軽に洋服を撮影し、タグ付けをした上で、Web上に
アップロードすることができるシステムである。その
Web上にアップロードされた情報を元に筆者の 224着
の洋服データベース”clothes”が作られた。洋服が増
えた際などにはタグタンスによる追加登録を行う。
また、表示する天気予報の地域、ユーザがよく会う
人のラベルを登録する。ラベルは例えば「研究室」「ア
ルバイト」など自分の行動範囲などの名称を登録して
おく。

2.2 日常の操作

システムを起動すると「会う人リスト」「天気予報」
「所持している洋服」が表示される。ユーザはまず「会
う人リスト」の中から今日会う予定の人を選択する。
そうすると、会う予定の人の前で着ていた過去 7回分
の洋服が、もやがかかり少し見づらく表示される。も
やがかかるだけではどのようなコーディネートをして
いたかを把握できないため、同時に、スクロールしな
ければ見えない位置に表示する。これは情報が表示さ
れすぎることによってユーザが使いにくくならないた

1http://www.enquete.ne.jp/hundred/survey/20081203-8/

め、最低限以外の情報を普段は表示しないようにする
ためである。
また、カレンダーの日付を選択することで、選択す
る日に着ていた洋服を表示することもできる。
ユーザはそれらの情報と天気予報を参考にその日に
着て行く洋服を選ぶ。洋服を決めると所持している洋
服の写真の中から着ていく洋服選び、「着る服決定」ボ
タンを押す。「着る服決定」ボタンを押すことでデータ
ベースにその日に着た服を登録していくことができる。
また、旅行やこのアプリケーションを使うことがで
きない環境にあったとしても、後日カレンダーの日付
を選択することで、さかのぼって洋服や会った人リス
トを登録することができる。

3 実装
本章ではAsa-1 coordinatorの実装について述べる。

図 1: システムの概略図

3.1 データベース

本システムには SQLite3を使用している。このシス
テムは３つのデータベースによって作られている。ま
ず服の基本情報を格納しているデータベース
"clothes"には、id,type,url,removedというフィー
ルドを備えており、洋服の ID、洋服のタイプ 2、洋服
の画像の URL、洋服が削除されているか否かを示し
ている。また、同様に"dateclothes"というデータ
ベースでは、id_dc、date、clothesフィールドでそ
れぞれ、日付データベースの ID、日付、その日付に
着た洋服の IDが、"meet"というデータベースでは、
id_meet、meet、dateというフィールドでmeetのデー
タベース ID、会った人、日付を記録している。

3.2 抽出条件

このシステムは、「会う人ボタン」の条件に合った洋
服をデータベースから抽出する。「会う人のボタン」は
現在１日で最大３組まで選択することができる。（たと

2Outer/Inner/Bottom の３つに分類されている (タグタンス
[2] 利用時に自動的にタグ付けされたもの)
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図 2: 3つのデータベース

えば、午前中に研究室、午後にバイト、であれば、ボ
タンは 2組である。）現在は、当日会う予定の人と過
去 7回会った際の日付を抽出する。その７日分の日付
を利用し、過去７回に着ていた洋服を抽出している。
３組及び７回としたのは、筆者の経験から十分と考え
たからである。

3.3 ユーザインタフェース

図 3: 本システムの表示例

このシステムには 22インチのタッチパネル方式の
コンピュータ HP社の TouchSmart PC IQ511jpが使
われている。タッチパネル方式のコンピュータを使う
ことによって、わざわざマウスやキーボードを扱うこ
となく操作することができる。
ユーザが洋服を選びやすいように抽出した洋服の写
真に効果をつけている。これによってユーザは直感的
に情報を得ることができる。たとえば、あまり着ない
ほうがよい服 (前回その人の前で着ていた服など) を
表示する際には写真の明度を下げ、少しぼかして表示

する。この効果によってユーザにその洋服をあまり着
ないほうがいいという情報を伝えている。また、効果
が邪魔になった際には画像をタッチすることで画像に
施されている効果を元の状態に戻すことができる。こ
の様な効果は Flex Builder 3のフィルター効果で実現
した。

4 関連研究
本研究でも利用している、タグタンス [2]はタンス
にフックセンサやカメラを取り付け、フックに洋服を
掛けるという行為のみで簡単に洋服の撮影やタグ付け
をする。その情報をWeb上をアップロードするとい
うシステムである。
過去の行動から服のコーディネートを推薦する鏡状
アプライアンス [1]では webカメラがつけられたディ
スプレイを使用することによって鏡の様な振る舞いを
させ、ARToolkitマーカを用いて当日の予定であるイ
ベントを把握する。イベントによって洋服のコーディ
ネートの推薦をしてくれる。本研究では、高解像度な
タッチパネルディスプレイを用いて、より多くのイベ
ント（会う人、行き先）を登録できるようにすること
で、実用的なシステムを目指した。

5 まとめと今後の展望
本研究では、ユーザの過去のコーディネートを用い
て、洋服のコーディネートを支援する、Asa-1 coordi-
natorを開発した。
今後は、ユーザがより使いやすいインタフェースに
していくとともに、季節や天気予報もデータベース化
し、コーディネートを提案するデータの抽出条件をよ
り工夫していく。現在はコーディネート提案する際に
会った人の前で着ていた７回分の洋服は着ない方がよ
い服としているが、果たして７回という数字がユーザ
にとって適切なのかや、ユーザやユーザの中でも会う
人によって、数字を変えた方がより適切な提案ができ
るのではないかなど、抽出条件にも様々な改良点があ
る。また、現在ではユーザは毎日自分で選んだ洋服を
写真の中から選択するという作業をしなければならな
いが、ユーザの洋服の数が多くなると着ていく服を選
択することに時間がかかってしまう場合もある。洋服
の色によって表示される順番を管理することや、選択
するという手間を省くべく、ユーザが選んだ洋服を入
力することなく履歴情報を残していけるようにしてい
きたいと考える。
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